
学校評価 
 

本年度の 

重点目標 

 自ら考え、主体的に行動できる力を養い、自らの目標に向かって積極的に学び続ける力と、多くの
試練を克服するのに必要な課題解決能力を身に付けさせ、これからの複雑多様な社会を生き抜くのに
必要な力を育む。 
思いやりと公共心を身につけさせ、礼儀正しい行動や言動をさせるなど、看護や福祉に関わることの

できる社会人の育成を目指す。  

項目(担当) 重点目標 具体的方策 留 意 事 項 

 

 

総務部 

 

 

校内の防災体
制を強化する
とともに、ＰＴ
Ａとの連携を
図る 

 

昨年度に作成した防災マ
ニュアルに沿った防災避
難訓練を実施する。  

・通常の避難行動だけではなく、下校困難となった生徒へ
の対応等、生徒を保護者へ引き渡すまでを考慮した総合的
な訓練を行う。 

・防災避難訓練を宝陵高校防災マニュアルの内容を検証す
る場とする。 

ＰＴＡ研修会で「避難所模
擬体験」を実施する。また、
災害用物品の充実を図る。 

・保護者の防災意識の向上を図る工夫をする。  

・昨年度に引き続き、ＰＴＡ及び他分掌と連携し、災害時
に必要な物品を精選・整備する。  

 

 

教務部 

 

 

自ら学び続け
る態度と姿勢
の育成と学校
図書館の有効
活用 

 生徒の主体的で対話的
な学習の実現に向けて、授
業力の向上を図る。  

・個々の生徒に応じた学習方法の工夫をして、生徒が自ら
考え、主体的な学習の態度を身につけさせる。  

・現職研修を活性化し、分かりやすい授業を展開すること
によって指導方法の向上に努める。  

 学校図書館の有効活用
を通して、読書活動の推進
を図る。 

・図書館だよりの発行や校内掲示等、読書週間の設定を通
じ、生徒の読書意欲を引き出す。  

・授業での図書館利用の頻度を高める。  

 

 

生徒部 

 

 

規範意識を高
める生徒指導 

 

  日常生活全般にわたる
マナー意識の向上、正しい
身だしなみなど、規律ある
学校をつくる。 

・全校をあげて身だしなみを正す意識を持たせる。  

・TPO に応じた言葉使いや、身だしなみを意識させ、メリ
ハリのある学校生活をさせる。  

  他者に対する思いやり
を持ち、様々な配慮のでき
る生徒を育成する。  

・生徒同士の交流を通して他者を思いやる心や積極的なコ
ミュニケーション能力を育てる。節度のある SNS の利用を
促すなど、いじめのない安心して過ごせる学校をつくる。 

 

 

進路部 

 

「前に踏み出
す力」を促す指
導 

 

 就職・進学指導を通し
て、自らの進路についてよ
く考える時間と材料を提
供する。 

 

・各種ガイダンスや説明会などを実施して、進路に対して
主体的に考えるように働きかける。  

・通信やＬＴでの指導を通して、進路を意識した学校生活
を送るように啓発する。 
・単なる出口指導に終始しないように努める。  

 社会人としての基本的
なマナーやコミュニケー
ション能力を身に付ける
指導をする。 

・接遇講習会、面接指導、進路ガイダンスを通して、間も
なく社会人になるという自覚を促す。  

・自分の進路について、より主体的により深く考えさせる
面接指導を行う。 

 

 

保健厚生部 

 

 

 

 

 

 

 

安心で安全な
学習環境の確
立と、悩みをも
つ生徒情報の
共有及び早期
対応 

 

 学校生活に必要な感染
対策に努め、生徒が、健康
的な生活行動を身につけ
る。 

 

・校内の環境に関心を持ち、気持ちの良い学習環境とは何
か考え、主体的に環境整備をすることができる。  

・活発な委員会活動を行い、全校生徒に発信することによ
って、生徒自らが健康意識の向上を目指させる。  

・健康に関する知識を活用し、生徒自らが健康的な生活と
はなにか理解し、生活行動にうつすことができる。  

・防災に対する安全・安心を確保し、危機管理意識の向上
を図る。 

 人間関係の悩みや社会
的スキルから適応課題を
みつけ、適切に対応した相
談や支援を確立する。  

 

・生徒が悩みや困り感を発信でき、解決するための相談を
することができる。 
・面接指導・各種検査・学校生活調査などの結果を通じて
生徒の特性を理解し、本人に適した接し方や声かけを行
う。 

・健康観察や教員間の情報を速やかに把握し、適時適切な
保護者との連携に努める。  

・カウンセリングを通じて、教員のメンタルヘルスの向上
に努める。 

・特別支援の校内研修を実施し、研鑽に努める。  

 

いじめ防止
対策の推進 

 

 

 

いじめの未然
防止及び早期
発見に対する
取組の充実 

 定期的なＩＦＴ委員会
により生徒情報の共有を
行い、対応策を立てる。  

・日頃から生徒の行動をよく観察することで、生徒の変化
に気づき、早期発見・対応に努める。  

・ＩＦＴ委員会組織を有効に機能させ、適切な対応を職員
全体で共有、チームで実践する。  

・保護者への協力と理解を得られるよう情報の提供を行
う。 

（IFT 委員会：いじめ不登校特別支援教育委員会の略）  

・いじめ防止対策の校内研修を実施し、研鑽を深める。  

 

 

 

 



項目(担当) 重点目標 具体的方策 留 意 事 項 

 

 

１年 

 

学習習慣の定
着と基本的生
活習慣の確立 

 基礎・基本を大切にさせ
るとともに、継続的な学習
習慣を身につけさせる。  

・学習目標を明確にもたせ，授業の大切さを認識させるこ
とで，授業へ真摯に臨む態度を身につけさせる。  

・学習計画を立てる機会を設け，家庭学習の必要性を認識
させるとともに，課題の提出状況をこまめに確認・指導す
ることで家庭での学習習慣の確立を図る。  

 学校生活に適応し、規律
正しい行動をとれるよう
にする。 

・活気のある学校生活が送れるよう，挨拶の励行や部活動，
諸行事へ積極的に参加するよう支援する。  

・遅刻や欠席などのない基本的生活習慣が身につくよう
に，職員間の連携を密にし，細やかな指導を行う。  

・規則やマナー，時間を守り，集団生活に適した言動を自
ら考え、行動できるよう指導する。  

 

 

２年 

 

 

望ましい勤労
観や職業観の
形成および学
校活動への主
体的な取り組
み 

個に応じた指導を充実さ
せることにより、学習意欲
や規範意識の向上を図る。 

・教員間での連携、情報交換を密にし、きめ細やかな指導
を行うことで、自ら学ぶ意欲や態度を養い、継続的な学習 
習慣が確立できるようにする。  

・柔軟かつ丁寧な指導を行うことにより、看護や福祉に携
わる者としての自覚を持ち、マナーやモラルに関する意識
高揚を図る。 

多様化する生徒に対応し
つつ、主体的かつ積極的に
学校行事等へ取り組む姿
勢を育成する。 

・学校行事での経験を通して、集団としての規律や学校、
クラスの帰属意識が強まるよう支援するとともに、責任あ
る自主的な行動の大切さを意識づける。  

・修学旅行では、生徒が段階的に事前学習に取り組み、主
体的な学習活動ができるよう指導し、より多くの学びを得
られるよう支援する。  

 

 

３年 

 

 

規範意識の確
立と道徳的実
践力の向上 

 

 他学年の模範となるよ
う責任と役割を自覚した
行動を身につけさせる。  

 

・学校行事など様々な諸活動へ積極的且つ主体的に参加す
ると共に同級生や下級生と折衝しながら物事を完遂させ
る責任感を育むことができるようにする。  

・その場の状況や立場を即座に判断し、相手の気持ちを考
え、思いやりを持って行動できるようにする。  

 個々の適性に応じた進
路を実現させる。 

・自らの進路について研究する機会を設け、進路に対する
意識向上を図れるようにする。  

・校外実習や進路説明会、個別面談等を通して、卒業後の
進路について深く考えさせ、主体的な進路決定ができるよ
うにする。 

 

 

衛生看護科 

 

社会人基礎力
を踏まえた「学
び続ける力」と
「思いやりと
公共心」の育成  

 

 教科指導の工夫を図り、
主体的に学び続ける力と
省察的思考を育成させる。 

・活動性の高い授業や校外実習を通して、多様な場面を感
じ取り、気づき解釈する力を育成する。省察的思考を深化
させ問題点と対処法を思考させ、学びにつなげるよう支援
する。 

 行事や異学年との協同
学習の機会から主体性と
多角的な視野を育む。  

・生徒各々が困難さに向き合い、個人やチームで乗り越え
ていく体験から客観的視点を育成する。 
・グループ活動を通して自己の行動を省察し、他者との協
調と公共心を身につけさせる。  

 

 

福祉科 

 

 

専門的な知識・
技術を定着さ
せ、社会の一員
として活躍で
きる人材を育
てる 

 指導方法を工夫し、主体
的に学習に取り組む姿勢
を育成する。 

 

・魅力あるわかる授業を実践し思考力を高め知識・技術を
習得できるよう授業外でもきめ細やかな指導を行う。  

・教員間で情報を共有し個に応じた指導を行い、主体的に
継続して取り組む姿勢を育成する。  

 福祉科の行事や地域で
の体験的な学習の充実を
図る。 

・多様な活動を通して、思考力や主体性、コミュニケーシ
ョン能力を高められるよう支援する。  

 

専攻科 

 

 

  

健やかで知性
豊かな人間性
の育成と看護
師国家試験の
全員合格 

 看護職に求められる人
間性を理解させ、学生が自
ら考え行動できるように
する。 

 

・協同学習を通して倫理観（看護倫理）の理解と対人関係
能力の強化を行い他者理解や自己理解について思考し自
己研鑽する力を育成する。  

・学生自身が目標を定め、目標に向かって主体的に行動で
きる力を育成する。  

 専門的な知識と技能を
習得するために必要な学
習に取り組み、看護師国家
試験の全員合格を目指す。 

・専門的な知識と技能を身につけるために教材開発を行
い、必要な判断力や思考力、表現力を育成できるよう支援
する。 

・専攻科 1 年生から年間を通して朝の ST 時の小テスト、
模擬試験、補講を実施し、国家試験に向けての学習を継続
して行うことで学力の定着を図る。  

 

勤務時間の
適正化 

 

業務内容の見
直しを進め勤
務時間の適正
化を図る 

 学校行事の見直しを各
分掌で行うとともに、業務
配分の見直しを進める。  

・在校時間の状況記録から、長時間勤務者の仕事量や取組
みを把握し、仕事量の平準化や取組みへの改善を進める。 

 学校関係者評価を実施す
る主な評価項目 

・自ら考え、積極的に学び続ける力を育成する。 

・看護や福祉に携わる社会人として、思いやりを大切にする人材の育成を目指す。  

・教育活動の情報発信を工夫し、学校への理解を深めてもらう。  

 


